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(57)【要約】
【課題】結婚式における祝儀の電子支払いを支援する結
婚式支援システムを提供する。
【解決手段】結婚式支援システム１は、祝儀額及びこの
祝儀額の祝儀を電子支払いするためのクレジットカード
情報の入力が可能な招待客用ホームページ１２、祝儀が
振り込まれる振込先銀行口座の入力が可能な主催者用ホ
ームページ１１、及びクレジットカード情報に基づいて
祝儀額を受領し、この祝儀額又はこれから手数料を差し
引いた額を主催者銀行口座２４に振り込む決済処理部１
３を備える。これにより、決済処理部１３により、招待
客が招待客用ホームページ１２から入力したクレジット
カード情報に基づいて祝儀額を受領し、その祝儀額又は
これから手数料を差し引いた額を主催者が主催者用ホー
ムページ１１から入力した主催者銀行口座２４に振り込
むことで、結婚式における祝儀の電子支払いを支援する
ことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結婚式における祝儀の電子支払いを支援する結婚式支援システムであって、
　祝儀額及び該祝儀額の祝儀を電子支払いするためのクレジットカード情報の入力が可能
な招待客用ホームページと、
　前記祝儀が振り込まれる振込先銀行口座の入力が可能な主催者用ホームページと、
　前記クレジットカード情報に基づいて前記祝儀額を受領し、該祝儀額又はこれから手数
料を差し引いた額を前記振込先銀行口座に振り込む決済部と、
を備える結婚式支援システム。
【請求項２】
　前記主催者用ホームページは、決済日の入力がさらに可能であり、
　前記決済部は、前記決済日に振り込むことを特徴とする、請求項１に記載の結婚式支援
システム。
【請求項３】
　前記主催者用ホームページは、１以上の祝儀額の設定がさらに可能であり、
　前記招待客用ホームページは、設定された前記１以上の祝儀額を選択可能に表示するこ
とを特徴とする、請求項１又は２に記載の結婚式支援システム。
【請求項４】
　前記招待客用ホームページは、氏名及び出欠の入力がさらに可能であることを特徴とす
る、請求項１から３のいずれか一項に記載の結婚式支援システム。
【請求項５】
　前記主催者用ホームページは、招待客毎の前記出欠及び支払われた前記祝儀額を表示す
ることを特徴とする、請求項３又は４に記載の結婚式支援システム。
【請求項６】
　前記主催者用ホームページは、主催者メッセージの入力がさらに可能であり、
　前記招待客用ホームページは、前記主催者メッセージを表示することを特徴とする、請
求項１から５のいずれか一項に記載の結婚式支援システム。
【請求項７】
　前記招待客用ホームページは、招待客メッセージの入力がさらに可能であり、
　前記主催者ホームページは、前記招待客メッセージを招待客別に表示することを特徴と
する、請求項１から６のいずれか一項に記載の結婚式支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、結婚式における祝儀の電子支払いを支援する結婚式支援システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　結婚式に招待された招待客は、結婚式当日に、祝儀袋に祝儀を包んで持参して主催者（
新郎新婦又はその親族等の結婚式を主催するものを言う。以下同じ。）に渡している。し
かし、式場で多額の現金を扱うことは、防犯等の面で問題がある（例えば、特許文献１参
照）。そこで、特許文献２及び３には、インターネット上に結婚式サイトを設け、このサ
イトに結婚式場に設けたカメラを介して結婚式の映像を配信するととともに、ネットワー
クを通じて祝電、祝儀、乾杯の申し込みが可能な支援システムが開示されている。しかし
、祝儀の申し込みに関して、電子決済が可能であることの開示にとどまり、その手続きの
詳細は開示されていない。また、式前に式費用の支払いが求められることが多いため、主
催者は、式当日に祝儀を受け取るのでは多額の式費用を立て替えなければならなくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録３１９６８１８号公報
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【特許文献２】特開２００４－０１５４１８号公報
【特許文献３】特開２００４－２２１７６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、招待客が結婚式の祝儀を式前に渡すことができるよう、祝儀の電子支払いを
支援する結婚式支援システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、結婚式における祝儀の電子支払いを支援する結婚式支援システムであって、
祝儀額及びこの祝儀額の祝儀を電子支払いするためのクレジットカード情報の入力が可能
な招待客用ホームページと、祝儀が振り込まれる振込先銀行口座の入力が可能な主催者用
ホームページと、クレジットカード情報に基づいて祝儀額を受領し、この祝儀額又はこれ
から手数料を差し引いた額を振込先銀行口座に振り込む決済部と、を備える結婚式支援シ
ステムである。
【０００６】
　これによれば、結婚式の招待客が招待客用ホームページより祝儀額とこの額の祝儀を電
子支払いするためのクレジットカード情報を入力し、主催者が主催者用ホームページより
祝儀が振り込まれる振込先銀行口座を入力することで、決済部により、招待客が招待客用
ホームページから入力したクレジットカード情報に基づいて祝儀額を受領し、その祝儀額
又はこれから手数料を差し引いた額を主催者が主催者用ホームページから入力した振込先
銀行口座に振り込むことで、結婚式における祝儀の電子支払いを支援することができる。
【０００７】
　本発明の結婚式支援システムは、主催者用ホームページは、決済日の入力がさらに可能
であり、決済部は、決済日に振り込むことを特徴とする。
【０００８】
　これによれば、主催者が主催者用ホームページより決済日を入力することで、決済部に
より、主催者が主催者用ホームページから指定した決済日に祝儀を電子決済することがで
きる。
【０００９】
　本発明の結婚式支援システムは、主催者用ホームページは、１以上の祝儀額の設定がさ
らに可能であり、招待客用ホームページは、設定された１以上の祝儀額を選択可能に表示
することを特徴とする。
【００１０】
　これによれば、主催者が主催者用ホームページより１以上の祝儀額を設定することで、
招待客は招待客用ホームページから主催者が設定した１以上の祝儀額からいずれかの額を
選択して電子支払いすることができる。
【００１１】
　本発明の結婚式支援システムは、招待客用ホームページは、氏名及び出欠の入力がさら
に可能であることを特徴とする。
【００１２】
　これによれば、招待客が招待客用ホームページより自身の氏名及び結婚式の出欠を入力
することで、招待客の出欠を受け付けることができる。
【００１３】
　本発明の結婚式支援システムは、主催者用ホームページは、招待客毎の出欠及び支払わ
れた祝儀額を表示することを特徴とする。
【００１４】
　これによれば、主催者用ホームページが招待客毎の出欠及び支払われた祝儀額を表示す
ることで、主催者は、主催者用ホームページを介して招待客の出欠及び支払われた祝儀額
を管理することができる。
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【００１５】
　本発明の結婚式支援システムは、主催者用ホームページは、主催者メッセージの入力が
さらに可能であり、招待客用ホームページは、主催者メッセージを表示することを特徴と
する。
【００１６】
　これによれば、主催者が主催者用ホームページより主催者メッセージを入力することで
、招待客用ホームページに主催者メッセージを表示して、招待客に主催者メッセージを伝
えることができる。
【００１７】
　本発明の結婚式支援システムは、招待客用ホームページは、招待客メッセージの入力が
さらに可能であり、主催者ホームページは、招待客メッセージを招待客別に表示すること
を特徴とする。
【００１８】
　これによれば、招待客が招待客用ホームページより招待客メッセージを入力することで
、主催者用ホームページに招待客メッセージを表示して、主催者に招待客メッセージを伝
えることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の結婚式支援システムによれば、結婚式における祝儀の電子支払いを支援するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本実施形態に係る結婚式支援システムの構成を示す。
【図２】図２は、主催者データの内容を示す図である。
【図３】図３は、招待客データの内容を示す図である。
【図４】図４は、主催者用ホームページ（ログインページ）を示す図である。
【図５】図５は、主催者用ホームページ（トップページ）を示す図である。
【図６】図６は、主催者用ホームページ（ご祝儀状況一覧ページ）を示す図である。
【図７】図７は、主催者用ホームページ（個人設定ページ）を示す図である。
【図８】図８は、主催者用ホームページ（ｗｅｂ招待状設定ページ）を示す図である。
【図９】図９は、主催者用ホームページ（ＵＲＬ及び２次元バーコード表示ページ）を示
す図である。
【図１０】図１０は、招待客用ホームページ（トップページ）を示す図である。
【図１１】図１１は、招待客用ホームページ（確認画面）を示す図である。
【図１２】図１２は、招待客用ホームページ（決済手続き開始画面）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態について説明する。
【００２２】
　図１に、本実施形態に係る結婚式支援システム１の構成を示す。結婚式支援システム１
は、主催者（通常、新郎及び新婦）が主催する結婚式において招待客が祝儀を電子支払い
するのを支援するシステムであり、ネットワーク２０を介して相互に通信可能に接続され
た結婚式支援サーバ１０、１以上の主催者端末２１、１以上の招待客端末２２、クレジッ
トカード処理装置２３、及び主催者銀行口座２４から構成される。
【００２３】
　結婚式支援サーバ１０は、結婚式支援システム１を制御するサーバであり、一例として
、パーソナルコンピュータであるとする。結婚式支援サーバ１０は、中央処理装置（ＣＰ
Ｕ）、記憶装置、及び通信装置（いずれも不図示）を有する。
【００２４】
　ＣＰＵ（不図示）は、結婚式支援アプリケーションを実行することにより、結婚式支援
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サーバ１０に、結婚式を支援するサーバ機能、すなわち主催者用ホームページ１１、招待
客用ホームページ１２、及び決済処理部１３を発現させる。主催者用ホームページ１１は
、少なくとも、祝儀が振り込まれる振込先銀行口座の入力が可能である。招待客用ホーム
ページ１２は、少なくとも、祝儀を電子支払いするためのクレジットカード情報の入力が
可能である。決済処理部１３は、クレジットカード情報に基づいて祝儀額を受領し、この
祝儀額又はこれから手数料を差し引いた額を振込先銀行口座に振り込む。主催者用ホーム
ページ１１及び招待客用ホームページ１２からの各種情報の入力については後述する。
【００２５】
　なお、結婚式支援アプリケーションは、例えば、ＲＯＭ（不図示）に記憶され、それを
ＣＰＵが読み込む、或いはＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に記憶され、それをＣＰＵが読み取
り装置を用いて読み込むことができる。
【００２６】
　記憶装置（不図示）は、主催者により主催者用ホームページ１１から入力される主催者
データ及び招待客により招待客用ホームページ１２から入力される招待客データを記憶す
るメモリ、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等の記憶装置である。ここで、図２に示す
ように、主催者データは、例えば振込先口座、決済締日、祝儀額、メッセージ画像、及び
メッセージを含み、記憶装置内の主催者データベース１１ａに記憶される。また、図３に
示すように、例えば（招待客の）氏名、メールアドレス、出欠、祝儀額、及びメッセージ
を含み、記憶装置内の招待客データベース１２ａに記憶される。ただし、クレジットカー
ド情報は記憶されない。なお、記憶装置は、結婚式支援サーバ１０内に備えられているに
限らず、ＬＡＮ等のネットワークを介して結婚式支援サーバ１０に接続されているものと
してもよい。
【００２７】
　通信装置（不図示）は、ネットワーク２０を介して１以上の主催者端末２１、１以上の
招待客端末２２、クレジットカード処理装置２３、及び主催者銀行口座２４と相互に通信
する手段であり、例えば情報をＳＳＬ暗号化し、ＰＯＳＴ形式で送信することができる。
【００２８】
　１以上の主催者端末２１は、１以上の異なる主催者がそれぞれ所有するパーソナルコン
ピュータ、タブレットコンピュータ、スマートフォン等の通信端末である。各主催者は、
主催者端末２１を用いて、主催者用ホームページ１１にアクセスして、各種情報を入力す
ることができる。
【００２９】
　１以上の招待客端末２２は、１以上の異なる招待客がそれぞれ所有するパーソナルコン
ピュータ、タブレットコンピュータ、スマートフォン等の通信端末である。各招待客は、
招待客端末２２を用いて、招待客用ホームページ１２にアクセスして、各種情報を入力す
るとともに祝儀を電子支払することができる。
【００３０】
　ここで、主催者端末２１及び招待客端末２２について「１以上」としている。結婚式支
援システム１が同時に複数の結婚式を支援することができるためであり、１の結婚式につ
いては１の主催者端末２１と、その結婚式に招待された１以上の招待客に係る１以上の招
待客端末２２が使用される。
【００３１】
　クレジットカード処理装置２３は、クレジットカード会社が所有する装置であり、決済
処理部１３からの要求により、招待客のクレジットカード情報に基づいて祝儀額又はこれ
から手数料を差し引いた額を結婚式支援システム１を運営する者の口座に振り込む。
【００３２】
　主催者銀行口座２４は、主催者が所有する銀行口座であり、招待客が電子支払する祝儀
が、結婚式支援システム１を運営する者の口座から振り込まれる。
【００３３】
　主催者による主催者用ホームページ１１からのデータ入力について説明する。なお、主
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催者は、事前に、例えば自身を識別するＩＤ（ここでは自身のメールアドレスとする）及
びパスワードを発行しているものとする。主催者用ホームページ１１より入力される主催
者データは先述の主催者データベース１１ａに記録される。主催者は、自身の主催者端末
２１から主催者用ホームページ１１にアクセスする。
【００３４】
　図４に、主催者用ホームページ１１のログインページ１１０を示す。ログインページ１
１０は、入力フォーム１１１，１１２、パスワード再発行用リンク１１３、及びアイコン
１１４を表示する。主催者は、入力フォーム１１１にメールアドレス及び入力フォーム１
１２にパスワードをそれぞれ入力し、アイコン１１４をクリックすることで主催者用ホー
ムページ１１にログインする。なお、主催者は、パスワードを紛失した場合にパスワード
再発行用リンク１１３をクリックすることで、パスワードを再発行するページに移動する
ことができる。
【００３５】
　図５に、ログイン後に表示されるトップページ１２０を示す。トップページ１２０は、
リンク１２１～１２５を表示する。主催者は、リンク１２１をクリックすることでトップ
ページ１２０に、リンク１２２をクリックすることでご祝儀状況一覧ページ１３０に、リ
ンク１２３をクリックすることで個人設定ページ１４０に、リンク１２４をクリックする
ことでｗｅｂ招待状設定ページ１５０に、リンク１２５をクリックすることでＵＲＬ及び
２次元バーコード表示ページ１６０に、移動することができる。
【００３６】
　図６に、ご祝儀状況一覧ページ１３０を示す。ご祝儀状況一覧ページ１３０は、主催者
が招待客の出欠及び支払われた祝儀額を閲覧するためのページであり、祝儀の決済〆切期
日、祝儀の支払い状況の一覧、選択可能な祝儀額、及びアイコン１３２を表示する。祝儀
の決済〆切期日は、主催者により、個人設定ページ１４０から設定される。祝儀の支払い
状況の一覧は、登録済みの招待客毎に、招待客からのメッセージの有無を示すアイコン１
３１、招待客の氏名（図中、名前と示されている）、祝儀の事前支払の有無（図中、事前
と示されている）、出欠（図中、当日と示されている）、支払われた祝儀額（図中、ご祝
儀と示されている）、及び手数料を除いた振込額を含む。アイコン１３１が表示されてい
る場合、主催者は、これをクリックすることで、その招待客から寄せられたメッセージを
視ることができる。選択可能な祝儀額は、主催者により個人設定ページ１４０から設定さ
れた１以上の額、手数料の額、手数料を引いた振込額を含む。主催者は、アイコン１３２
をクリックすることで、祝儀の支払い状況の一覧を例えばエクセル形式で主催者端末２１
に保存することができる。
【００３７】
　ここで、アイコン１３１をクリックすると、招待客用ホームページ１２（後述）におい
て入力されたメッセージ２１５を閲覧することができる。
【００３８】
　図７に、個人設定ページ１４０を示す。個人設定ページ１４０は、振込先銀行口座等を
入力するためのページであり、入力フォーム１４１～１４３及びアイコン１４４を表示す
る。主催者は、入力フォーム１４１に、振込先口座情報、すなわち、口座種別、銀行名、
支店名、及び口座番号を入力することができる。ここで入力された銀行口座に祝儀が振り
込まれることとなる。また、主催者は、入力フォーム１４２に決済締日を入力して、決済
締日を指定することができる。それにより、決済処理部１３により、主催者が指定した決
済締日（例えば式前の任意の日にち）に祝儀が電子決済されることとなる。また、主催者
は、入力フォーム１４３に祝儀額を入力して、招待客が選択可能な１以上の祝儀額を設定
することができる。ここでは、一例として、１００００円、２００００円、及び３０００
０円の３つが設定されている。それにより、招待客は、後述するように、招待客用ホーム
ページ１２から、主催者が設定した１以上の祝儀額からいずれかの額を選択して電子支払
いすることとなる。また、主催者は、アイコン１４４をクリックすることで、設定した内
容を確認することができる。
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【００３９】
　図８に、ｗｅｂ招待状設定ページ１５０を示す。ｗｅｂ招待状設定ページ１５０は、イ
メージ１５１、入力フォーム１５２、及びアイコン１５３を表示する。主催者は、このペ
ージの上にイメージのデータファイルをドラッグすることで、また入力フォーム１５２に
メッセージを入力することで、後述するイメージ２３１及び新郎新婦からのメッセージ２
３２を設定することができる。主催者は、アイコン（プレビュー）１５３をクリックする
ことで、入力したイメージ１５１及びメッセージ１５２をページ上に表示して確認し、ア
イコン（保存）１５３をクリックすることでそれらを保存することができる。なお、イメ
ージ２３１及び新郎新婦からのメッセージ２３２は、招待客用ホームページ１２（決済手
続き開始画面２３０）に表示され、招待客に伝えることができる。
【００４０】
　図９に、ＵＲＬ及び２次元バーコード表示ページ１６０を示す。ＵＲＬ及び２次元バー
コード表示ページ１６０は、招待客に、主催者が管理する招待客用ホームページ１２にア
クセスするためのＵＲＬ及びそのＵＲＬを記録した２次元バーコード１６１を表示する。
これらのＵＲＬ及び２次元バーコード１６１は、招待客への案内状に記載される。なお、
案内状は、紙面及び電子メールのいずれでもよい。また、ＵＲＬ及び２次元バーコード表
示ページ１６０は、主催者用ホームページ１１からの入力に不備を発見した場合に主催者
に確認を促すメッセージ、その他の注意事項も表示する。
【００４１】
　招待客による招待客用ホームページ１２からのデータ入力について説明する。なお、招
待客は、事前に、主催者から送られた案内状を受けとり、これに記載されたＵＲＬ又は２
次元バーコードより主催者が管理する招待客用ホームページ１２にアクセスすることがで
きる。また、招待客用ホームページ１２より入力された招待客データは先述の招待客デー
タベース１２ａに記録される。招待客は、自身の招待客端末２２から招待客用ホームペー
ジ１２にアクセスする。
【００４２】
　図１０に、招待客用ホームページ１２のトップページ２１０を示す。トップページ２１
０は、招待客が祝儀を電子支払いするためのクレジットカード情報を入力するためのペー
ジであり、入力フォーム２１１～２１２、選択フォーム２１３、及びアイコン２１４を表
示する。招待客は、入力フォーム２１１に、自身の氏名、メールアドレス、結婚式の出欠
、及び新郎新婦へのメッセージ２１５を入力することができる。これにより、招待客の出
欠が受け付けられることとなる。なお、メッセージ２１５は、主催者用ホームページ１１
のご祝儀管理一覧ページ１３０において招待客別に表示用のアイコン１３１が表示され、
主催者に伝えることができる。また、招待客は、入力フォーム２１２に祝儀の支払いに使
用するクレジットカードの情報、例えばカード番号、有効期限、及びカード氏名を入力す
ることができる。なお、これらクレジットカードの情報は、招待客データベース１２ａに
記録されず、結婚式支援サーバ１０のメモリ等に一時的に記憶される。決済処理部１３に
よる祝儀の電子支払いが完了後、消去されることとなる。また、招待客は、選択フォーム
２１３より、主催者が設定した１以上の祝儀額からいずれか額を選択することができる。
この例では、１００００円が選択されている。また、招待客は、アイコン２１４をクリッ
クすることで、次の確認画面２２０に進むことができる。
【００４３】
　ここで、クレジットカード情報については、ハッキング等による事故防止のため、クレ
ジットカード処理装置２３に送信した後は、保存せずに削除することが好ましい。招待客
データ１２ａにも含まないものとする（図３参照）。
【００４４】
　図１１に、確認画面２２０を示す。確認画面２２０は、招待客がトップページ２１０か
ら入力した情報を確認するためのページであり、自己の氏名等、クレジットカード情報、
及び祝儀額を表示する。招待客は、これらの情報を確認し、修正を要する場合はアイコン
（戻る）２２１をクリックすることでトップページ２１０に戻ることができ、修正を要さ
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ない場合はアイコン（完了）をクリックすることで次の決済手続き開始画面２３０に進む
ことができる。
【００４５】
　図１２に、決済手続き開始画面２３０を示す。決済手続き開始画面２３０は、招待客が
祝儀の電子支払いの手続きを開始するためのページであり、主催者がｗｅｂ招待状設定ペ
ージ１５０から設定したイメージ２３１及び新郎新婦からのメッセージ２３２、アイコン
２３３を表示する。招待客は、このページで主催者からのメッセージを確認しつつ、アイ
コン２３３をクリックすることで祝儀の電子支払いを決定する。それにより、祝儀の電子
支払いの手続きが開始される。
【００４６】
　祝儀の電子支払いの手続きが開始されると、決済処理部１３は、クレジットカード処理
装置２３に通信して、クレジットカード会社から、招待客が招待客用ホームページ１２か
ら入力したクレジットカード情報に基づいて祝儀額を受領し、それとともにクレジットカ
ードの情報を消去する。決済処理部１３は、招待客毎に同様の手続きを行う。決済処理部
１３は、主催者が主催者用ホームページ１１から入力した決済〆切期日に、招待客のそれ
ぞれから受領した祝儀額又はこれから手数料を差し引いた額（本例では手数料８００円を
差し引いた額）を、主催者が主催者用ホームページ１１から入力した主催者銀行口座２４
に振り込む。これにより、結婚式における祝儀の電子支払いが完了する。
【００４７】
　以上詳細に説明したように、本実施形態に係る結婚式支援システム１は、祝儀額及びこ
の祝儀額の祝儀を電子支払いするためのクレジットカード情報の入力が可能な招待客用ホ
ームページ１２、祝儀が振り込まれる振込先銀行口座の入力が可能な主催者用ホームペー
ジ１１、及びクレジットカード情報に基づいて祝儀額を受領し、この祝儀額又はこれから
手数料を差し引いた額を主催者銀行口座２４に振り込む決済処理部１３を備える。これに
より、決済処理部１３により、招待客が招待客用ホームページ１２から入力したクレジッ
トカード情報に基づいて祝儀額を受領し、その祝儀額又はこれから手数料を差し引いた額
を主催者が主催者用ホームページ１１から入力した主催者銀行口座２４に振り込むことで
、結婚式における祝儀の電子支払いを支援することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明の結婚式支援システムは、結婚式における祝儀の電子支払いを支援するのに好適
である。多くの結婚式場、結婚式主催者による利用が考えられる。
【符号の説明】
【００４９】
　　１　　結婚式支援システム
　１０　　結婚式支援サーバ
　１１　　主催者用ホームページ
　１１ａ　主催者データベース
　１２　　招待客用ホームページ
　１２ａ　招待客データベース
　１３　　決済処理部
　２０　　ネットワーク
　２１　　主催者端末
　２２　　招待客端末
　２３　　クレジットカード処理装置
　２４　　主催者銀行口座
　１１０　ログインページ
　１２０　トップページ
　１３０　ご祝儀状況一覧ページ
　１３１　メッセージアイコン
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　１４０　個人設定ページ
　１５０　ｗｅｂ招待状設定ページ
　１６０　ＵＲＬ及び２次元バーコード表示ページ
　２１０　トップページ
　２２０　確認画面
　２３０　開始画面
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